江田島市委託業務検査要領

平成18年 8月 1日制定

（目的）

第１　この要領は，企業局が所管するものを除き，市長が行う建設工事に係る測量，設計及び調査等の委託業務（以下「委託業務」という。）の検査に関し必要な事項を定め，厳正かつ公正な検査業務の実施を図ることを目的とする。

（用語の定義）

第２　この要領において，次の各号に掲げる用語の定義は，当該各号に定めるところによる。

(1) 　検査　江田島市契約規則（平成16年江田島市規則第47号）第38条の規定に基づき，契約についての給付の完了の確認を行うことをいう。
(2) 　受注者　市と委託業務の実施に関し，契約をした者をいう。
(3) 　調査職員　土木設計業務等委託契約約款第８条及び建築設計業務等委託契約約款第12条に規定する者をいい，総括調査員，主任調査員及び調査員を総称していう。
(4) 　契約図書　契約書及び設計図書（仕様書，図面，現場説明書及び現場説明に対する質問回答書）をいう。
（検査の種類）

第３　検査の種類は，次の各号に掲げるものとする。

(1) 　部分引渡検査　
ア　指定部分検査　設計図書において業務の完了に先だって引渡しを受けるべきことを指定した部分の確認をするための検査
イ　一部完了検査　委託業務の一部が完了し，かつ，当該完了部分が可分で引渡しが行われる場合の当該完了部分を確認するための検査
(2) 　完了検査　委託業務の完了を確認するための検査
（検査員の指定等）

第４　市長は，検査員を江田島市建設工事検査規程（平成17年訓令第20号）別表第１の区分に準じて，指定するものとする。ただし，工事検査と密接に関連する建築工事の施工監理委託業務及び検査代行である検査委託業務については，当該工事の区分に応じた検査員を委託業務の検査員に指定するものとする。
２　前項の規定にかかわらず，市長が必要と認めたときは，その命ずる職員に当該委託業務の検査を行わせることができる。

３　市長は，次に掲げる場合を除き，当該委託業務の調査職員を検査員に指定することはできない。
(1) 　実施に当たり特別な技術又は知識を要し，調査職員以外の職員により行うことが著しく困難な検査
(2) 　その他特別な事由のある検査

（検査員の心得）

第５　検査員は，厳正かつ公正に検査を行わなければならない。

２　検査員は，あらかじめ検査の対象となるものの内容，契約図書を熟知しておかなければならない。
（検査の方法）

第６　検査員は，次の各号に掲げる事項について検査を行うものとする。

(1) 　成果物が契約図書に適合しているかを確認するため，契約図書と対比し，次の事項について検査を行うものとする。
ア　提出すべき成果等の数量

イ　使用した技術基準等

ウ　照査技術者による照査結果

エ　その他必要と認められる事項

(2) 　業務の管理状況等について，書類，記録及び写真等により，次の事項について検査を行うものとする。

ア　業務に関する打合せの状況
イ　支給材料及び貸与品の返納又は精算の状況
ウ　その他必要と認められる事項

（検査の立会等）

第７　当該委託業務の受注者のほか、調査職員が立会人として検査に立ち会うものとする。

２　市長は，特に必要があると認めるときは，調査職員以外の職員を立会人として検査に立ち会わせることができるものとする。

（検査の結果報告）

第８　検査員が検査を行ったときは，当該検査について調書を作成し，江田島市決裁規程（平成16年江田島市訓令第５号）による決裁権者に直ちに提出しなければならない。
２　市長は，受注者に対して検査の結果を通知しなければならない。ただし，他の地方公共団体等公的機関による工事発注関係事務（工事委託及び検査委託業務）に関するものについては，特に問題がある場合を除き，通知しないものとする。
３　検査員は，検査の結果，当該委託業務が契約の内容に適合しないことを確認した場合，市長に報告しなければならない。

４　市長は，前項の報告を受けた場合，修補事項及び修補期限を明示して受注者に通知しなければならない。

５　受注者は，前項の通知を受けた場合，直ちに修補して修補完了の届出をしなければならない。

（修補検査）

第９　検査員は，修補完了の届出を受けたときは，改めて検査を行わなければならない。

附　則

この要領は，平成18年 8月 1日から施行する。
